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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第26期

第２四半期
累計期間

第27期
第２四半期
累計期間

第26期

会計期間
自 平成27年３月１日

至 平成27年８月31日

自 平成28年３月１日

至 平成28年８月31日

自 平成27年３月１日

至 平成28年２月29日

売上高 （百万円） 17,275 16,669 35,971

経常利益 （百万円） 359 20 834

四半期（当期）純利益又は四
半期純損失(△)

（百万円） 65 △145 156

持分法を適用した場合の投資
利益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 1,617 1,617 1,617

発行済株式総数 （千株） 15,597 15,597 15,597

純資産額 （百万円） 15,056 14,369 14,830

総資産額 （百万円） 25,335 23,883 25,590

１株当たり四半期（当期）純
利益金額又は四半期純損失金
額(△)

（円） 4.29 △9.49 10.22

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

（円） 4.28 － 10.19

１株当たり配当額 （円） 20.00 20.00 40.00

自己資本比率 （％） 59.3 60.0 57.9

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △2,502 △453 △1,459

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 949 △41 1,584

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △330 △316 △651

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高

（百万円） 4,430 4,975 5,787
 

　

回次
第26期

第２四半期
会計期間

第27期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成27年６月１日

至 平成27年８月31日

自 平成28年６月１日

至 平成28年８月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

（円） 1.15 △16.35
 

 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

３ 第27期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

 

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間（平成28年３月１日～平成28年８月31日）における我が国の経済は、雇用・所得環境が

改善傾向にあるものの、引き続き個人消費に弱さがみられ、中国をはじめとするアジア新興国等の景気の下振れ

など、先行き不透明な状況で推移しました。

競争が激化する、中・低価格帯のカジュアルウェア業界は、依然として高い消費者の生活防衛意識により低価

格化が進み、経営環境は厳しい状況で推移しております。

かかる状況下におきまして、当社は成長を勝ち取るため、新たなビジネスモデルの確立を目指し様々なチャレ

ンジを行っております。前期に引き続き既存店売上高の底上げが第一の課題であると考え、その実現のために、

多くのお客様にご来店いただくとともに繰り返しご利用いただくための施策を講じてまいりました。

具体的には、継続して価値のある低価格商品の販売を強化するとともに、実需商品であるインナーレッグウェ

アおよびレイン関連商品の充実を図っております。更に、「サプライズプロジェクト」企画として、「本格派Ｇ

ジャン」を驚きの低価格と品質で実現したほか、「ストレッチ・チノパンツ」などのセレクトアイテムを数量限

定・期間限定で発売しました。新たな売上創出策としてのビジカジおよびオフィカジにつきましても、ジーンズ

を起点としたジャケットとのコーディネート販売により、多くのお客様に支持され、販売点数を伸ばしておりま

す。基軸であるボトムスにつきましては、穿きやすいストレッチ素材に清潔感を保つナノプラチナ加工を施した

こだわりのジーンズ「NAVY JEANS」をローンチしました。

販促面におきましては、モバイル配信およびチラシ掲載商品の低価格化により幅広いお客数に訴求しつつ、新

聞広告掲載並びにLINE公式アカウントでの情報配信により、新たなお客様の獲得を図りました。

出退店につきましては、３店舗を新規出店した一方、７店舗を閉鎖し、当第２四半期累計期間末の店舗数は

448店舗（前年同期比14店舗減）となりました。業態につきましては、「マックハウス スーパーストア」から派

生した新業態「マックハウス スーパーストア フューチャー」を立ち上げました。「マックハウス スーパース

トア フューチャー」の店舗数は、２店舗の新規出店に加え、増床を伴う改装および移転により、既存店10店舗

を業態変更し、12店舗となりました。なお、「マックハウス スーパーストア」の店舗数は、３店舗となってお

ります。

上記施策の結果、当第２四半期累計期間における既存店売上高は前年同期比0.1％増、既存店客数は前年同期

比5.8％増となりました。全店売上高は、７月までの５ヶ月間は計画線で推移していたものの８月の天候不順等

の影響により大幅な計画未達となり、前年同期比3.5％減となりました。

利益面につきましては、競争優位を獲得するための値引き販売増加等により、売上総利益率は前年同期比で

0.2ポイント減となりました。

経費面におきましては、不採算店舗閉鎖による削減効果があった一方、広告宣伝費を中心とした販売費の増加

等により、計画を超過した結果、前年同期と比べ、ほぼ同額となりました。

 
これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は16,669百万円（前年同四半期比3.5％減）となりまし

た。また、営業損失は26百万円（前年同四半期は営業利益297百万円）、経常利益は20百万円（前年同四半期比

94.3％減）、四半期純損失は145百万円（前年同四半期は四半期純利益65百万円）となりました。
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(2)  財政状態の分析

（資産）

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ1,706百万円減少し、23,883百万円となりま

した。

流動資産は、前事業年度末に比べ1,667百万円減少し、17,216百万円となりました。これは主に現金及び預金

が1,111百万円、商品が668百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ38百万円減少し、6,666百万円となりました。これは主に敷金及び保証金が

115百万円減少したこと等によるものであります。

 

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ1,245百万円減少し、9,513百万円となりま

した。

流動負債は、前事業年度末に比べ1,239百万円減少し、7,148百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金が535百万円、ファクタリング債務が410百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べ5百万円減少し、2,365百万円となりました。

 

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ461百万円減少し、14,369百万円となり

ました。

これは主に四半期純損失を145百万円、剰余金の配当306百万円を行ったこと等によるものであり、総資産に占

める自己資本比率は60.0％となり前事業年度末に比べ2.1ポイント増となりました。

 

(3)  キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動、投資活動及び財務

活動によるキャッシュ・フローはマイナスとなり、資金は前事業年度末に比べ811百万円減少し、4,975百万円と

なりました。

また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果支出した資金は、453百万円（前年同四半期比2,048百万円支出減少）となりました。

これは主に、税引前四半期純損失を105百万円計上するとともに、たな卸資産の減少による収入668百万円、

仕入債務の減少による支出948百万円等によるものであります。

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果支出した資金は、41百万円（前年同四半期は949百万円の収入）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得により285百万円、敷金及び保証金の差入により90百万円を支出した一方

で、定期預金の払戻による収入300百万円等によるものであります。

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果支出した資金は、316百万円（前年同四半期比13百万円支出減少）となりました。

これは主に配当金の支払額306百万円等によるものであります。

 

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(5)  研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 31,000,000

計 31,000,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年10月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,597,638 15,597,638
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 15,597,638 15,597,638 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 平成28年７月８日

新株予約権の数(個) 225（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 22,500

新株予約権の行使時の払込金額(円) １

新株予約権の行使期間
自　平成28年８月１日
至　平成58年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　　 359
資本組入額　   180（注）２

新株予約権の行使の条件 （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社の取締
役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）５
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（注）１．新株予約権１個当たりの目的となる株式の種類及び数は、当社の普通株式100株とする。

なお、新株予約権の割当日後、当社が普通株式の株式分割(普通株式の無償割当てを含む。以下同じ。)又

は株式併合を行う場合、次の算式(普通株式の無償割当ての比率は、自己株式には割当てが生じないことを

前提として算出した比率とする。)により目的となる株式の数を調整するものとする。かかる調整は当該時

点において未行使の新株予約権の目的となる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が

生じた場合は、これを切り捨てるものとする。

 

調整後割当株式数＝調整前割当株式数×株式分割又は株式併合の比率

 

調整後割当株式数は、株式分割の場合は、当該株式分割の基準日の翌日以降、株式併合の場合は、その効

力発生日以降、これを適用する。ただし、剰余金の額を減少して資本金又は準備金を増加する議案が当社

の株主総会において承認されることを条件として株式分割が行われる場合で、当該株主総会の終結の日以

前の日を株式分割のための基準日とする場合は、調整後割当株式数は、当該株主総会の終結の日の翌日以

降、当該基準日の翌日に遡及してこれを適用する。

上記の他、新株予約権の割当日後、目的となる株式の数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じた時

は、合理的な範囲で調整する。

また、目的となる株式の数の調整を行うときは、当社は調整後株式数を適用する日の前日までに、必要な

事項を新株予約権原簿に記載された各新株予約権を保有する者に通知する。ただし、当該適用の日の前日

までに通知を行うことができない場合には、以後速やかに通知するものとする。

２．新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額

①新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、これ

を切り上げる。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等

増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

３．新株予約権の取得事由

①当社が消滅会社となる合併契約承認の議案、当社が分割会社となる吸収分割契約若しくは新設分割計画承

認の議案、又は当社が完全子会社となる株式交換契約若しくは株式移転計画承認の議案につき当社の株主

総会で承認された場合(株主総会決議が不要の場合は、当社の取締役会決議がなされた場合。)は、取締役

会が別途定める日に、当社は、新株予約権を無償で取得することができる。

②新株予約権の目的である株式の内容として当該種類の株式について当社が株主総会の決議によってその全

部を取得することについての定めを設ける定款の変更承認の議案が株主総会で承認された場合は、取締役

会が別途定める日に、当社は、新株予約権を無償で取得することができる。

４．新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は、当社の取締役の地位を全て喪失した日から10日を経過する日までの間に限り、新株予約

権を行使できるものとする。

②新株予約権者が競合他社(当社及び当社の子会社の事業と競合する事業を行う会社をいう。)の役職員又は

顧問等に就任又は就職する場合は行使できないものとする。ただし、当社の書面による承諾を事前に得た

場合を除く。

③１個の新株予約権をさらに分割して行使することはできないものとする。

④新株予約権者が(ⅰ)重大な法令に違反した場合、(ⅱ)当社の定款に違反した場合又は(ⅲ)取締役を解任さ

れた場合には行使できないものとする。

⑤新株予約権者が、新株予約権の全部又は一部を放棄する旨を申し出た場合は行使できないものとする(新株

予約権の一部の放棄の場合は、当該新株予約権の一部について行使できないものとする。)。

⑥新株予約権者が死亡した場合、上記①に拘わらず、新株予約権に係る権利を承継した相続人が新株予約権

を行使できるものとする。

⑦その他の新株予約権の行使条件については、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約に

定めるところによる。
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５．組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

合併、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転をする場合の新株予約権の交付

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（これらを総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合においては、組織再編行為の効力発生の

直前の時点において残存する新株予約権（以下「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、会

社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権

を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再

編対象会社は新たに新株予約権を交付するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株

予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割契約、株式交換契約又は

株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

①交付する再編対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する数と同一の数とする。

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件等を勘案の上、(注)１に準じて決定する。

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案の上調整

した再編後の行使価額に上記③に従って決定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

を乗じて得られる金額とする。

⑤新株予約件を行使することができる期間

交付される新株予約権を行使することができる期間は、新株予約権の行使期間の開始日と組織再編行為の

効力発生日のいずれか遅い日から、新株予約権の行使期間の満了日までとする。

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

(注)２に準じて決定する。

⑦譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要する。

⑧新株予約権の取得事由及び行使の条件

新株予約権の取得事由及び行使の条件は、(注)３及び(注)４の定めに準じて、組織再編行為の際に当社の

取締役会で定める。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

自　平成28年６月１日
至　平成28年８月31日

－ 15,597,638 － 1,617 － 5,299
 

 

(6) 【大株主の状況】

平成28年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社チヨダ 東京都杉並区成田東四丁目39番８号 9,389 60.20

マックハウス共栄会 東京都杉並区梅里一丁目７番７号 916 5.87

豊島株式会社 愛知県名古屋市中区錦二丁目15番15号 572 3.66

いちごトラスト・ピーティー
イー・リミテッド
（常任代理人　香港上海銀行東
京支店）

1 　NORTH 　BRIDGE 　ROAD, 　06-08 　HIGH 　
STREET　CENTRE,　SINGAPORE　179094
（東京都中央区日本橋三丁目11番１号）

555 3.55

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 198 1.26

マックハウス従業員持株会 東京都杉並区梅里一町目７番７号 128 0.82

美濃屋株式会社 岐阜県岐阜市柳津町高桑五丁目112番地 122 0.78

株式会社ビィオゥビィ・ウィン 東京都練馬区春日町四丁目20番３号 87 0.55

中根保株式会社 東京都墨田区千歳二丁目14番10号 79 0.51

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 72 0.46

計 － 12,121 77.71
 

 

（注）１　上記のほか、自己株式が260千株(1.67％)あります。

２　マックハウス共栄会は当社の取引先持株会であります。
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(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成28年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 260,600

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,320,000 153,200 －

単元未満株式 普通株式 17,038 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  15,597,638 － －

総株主の議決権 － 153,200 －
 

 

(注) 上記「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社保有の自己株式85株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社マックハウス
東京都杉並区梅里
一丁目7番7号

260,600 － 260,600 1.67

計 － 260,600 － 260,600 1.67
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
(管理統括本部長)

取締役
(管理統括本部長)

杉浦　功四郎 平成28年６月１日

取締役
(店舗開発本部長)

取締役
(商品本部長)

北原　久巳 平成28年６月１日

取締役
(物流本部長)

取締役
(店舗開発本部長)

風見　好男 平成28年６月１日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成28年６月１日から平成28年

８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、優成監査法人により四半期レビューを受けております。

 

 

３. 四半期連結財務諸表について

当社は、子会社を有しておりませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成28年２月29日)
当第２四半期会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,087 5,975

  売掛金 462 535

  商品 10,790 10,122

  前払費用 305 314

  繰延税金資産 180 207

  その他 56 59

  流動資産合計 18,884 17,216

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 121 114

   建物附属設備（純額） 1,079 1,137

   構築物（純額） 27 24

   車両運搬具（純額） 0 0

   工具、器具及び備品（純額） 121 155

   リース資産（純額） 12 10

   土地 194 194

   その他 － 6

   有形固定資産合計 1,557 1,643

  無形固定資産 201 187

  投資その他の資産   

   長期前払費用 176 161

   敷金及び保証金 4,166 4,051

   繰延税金資産 597 546

   その他 24 87

   貸倒引当金 △19 △11

   投資その他の資産合計 4,946 4,835

  固定資産合計 6,705 6,666

 資産合計 25,590 23,883
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成28年２月29日)
当第２四半期会計期間
(平成28年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,657 5,121

  ファクタリング債務 ※  835 ※  424

  未払金 296 271

  未払法人税等 345 128

  未払費用 714 770

  賞与引当金 107 75

  ポイント引当金 50 57

  店舗閉鎖損失引当金 53 36

  資産除去債務 17 15

  その他 308 246

  流動負債合計 8,387 7,148

 固定負債   

  退職給付引当金 1,392 1,393

  転貸損失引当金 147 139

  長期預り保証金 172 172

  資産除去債務 611 619

  その他 46 40

  固定負債合計 2,371 2,365

 負債合計 10,759 9,513

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,617 1,617

  資本剰余金 5,299 5,299

  利益剰余金 8,053 7,600

  自己株式 △153 △153

  株主資本合計 14,817 14,364

 評価・換算差額等   

  繰延ヘッジ損益 △11 △28

  評価・換算差額等合計 △11 △28

 新株予約権 25 33

 純資産合計 14,830 14,369

負債純資産合計 25,590 23,883
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

売上高 17,275 16,669

売上原価 9,132 8,847

売上総利益 8,142 7,821

販売費及び一般管理費 ※  7,845 ※  7,848

営業利益又は営業損失（△） 297 △26

営業外収益   

 受取利息 6 4

 受取家賃 151 147

 その他 50 31

 営業外収益合計 208 184

営業外費用   

 支払利息 0 0

 不動産賃貸費用 137 134

 その他 7 2

 営業外費用合計 145 137

経常利益 359 20

特別損失   

 固定資産除却損 13 25

 店舗閉鎖損失 － 1

 減損損失 49 99

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 20 －

 特別損失合計 84 126

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 275 △105

法人税、住民税及び事業税 87 87

法人税等還付税額 － △80

法人税等調整額 121 32

法人税等合計 209 39

四半期純利益又は四半期純損失（△） 65 △145
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

275 △105

 減価償却費 160 138

 減損損失 49 99

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 0

 賞与引当金の増減額（△は減少） 3 △31

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 △7

 ポイント引当金の増減額（△は減少） － 7

 受取利息及び受取配当金 △6 △4

 転貸損失引当金の増減額（△は減少） △8 △8

 店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △15 △17

 リース資産減損勘定の増減額(△は減少) △56 △20

 支払利息 0 0

 賃借料との相殺による保証金返還額 86 72

 売上債権の増減額（△は増加） △101 △72

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,026 668

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,984 △948

 固定資産除却損 13 25

 店舗閉鎖損失 － 1

 未払消費税等の増減額（△は減少） 49 △58

 未収消費税等の増減額（△は増加） 2 －

 その他 33 52

 小計 △2,526 △209

 利息及び配当金の受取額 0 0

 利息の支払額 △0 △0

 法人税等の支払額 △69 △324

 法人税等の還付額 93 80

 営業活動によるキャッシュ・フロー △2,502 △453

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △130 △285

 無形固定資産の取得による支出 △13 △1

 定期預金の払戻による収入 1,002 300

 敷金及び保証金の差入による支出 △28 △90

 敷金及び保証金の回収による収入 156 52

 その他 △36 △15

 投資活動によるキャッシュ・フロー 949 △41

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △306 △306

 リース債務の返済による支出 △1 △1

 割賦債務の返済による支出 △22 △8

 財務活動によるキャッシュ・フロー △330 △316

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,883 △811

現金及び現金同等物の期首残高 6,313 5,787

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,430 ※  4,975
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、従来、定率法（ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属設備を除く）及び事業用定期借地権付建物については定額法）を採用しておりまし

たが、第１四半期会計期間より定額法に変更しております。

　当社において、これまでの設備投資の実績及び今後の投資計画に基づき保有する固定資産について再度検証し

た結果、主として出店及び改装等に係る店舗設備であるため、長期的に安定した稼働が見込まれる資産であり、

店舗運営コストと売上の対応の観点から設備投資のコストを毎期平均的に負担させる定額法を採用することが経

済的実態を合理的に反映させるものと判断したものであります。

　この結果、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の減価償却費及び営業損失が16百万円それぞれ減少

し、経常利益が16百万円増加しております。また、税引前四半期純損失が15百万円減少しております。

 

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

 

(四半期貸借対照表関係)

※  一部の債務の支払について、従来の手形による支払に代え、ファクタリング方式による支払を採用しております。

 

(四半期損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年８月31日)

役員報酬及び給与手当 2,236百万円 2,198百万円

賞与引当金繰入額 95百万円 75百万円

退職給付費用 71百万円 64百万円

営業地代家賃 2,201百万円 2,042百万円
 

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年８月31日)

現金及び預金勘定 6,332百万円 5,975百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △1,902百万円 △1,000百万円

現金及び現金同等物 4,430百万円 4,975百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月20日
定時株主総会

普通株式 306 20.00 平成27年２月28日 平成27年５月21日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月２日
取締役会

普通株式 306 20.00 平成27年８月31日 平成27年11月４日 利益剰余金
 

 

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年８月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月25日
定時株主総会

普通株式 306 20.00 平成28年２月29日 平成28年５月26日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月７日
取締役会

普通株式 306 20.00 平成28年８月31日 平成28年11月２日 利益剰余金
 

 

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

当社は衣料品等小売業並びにその他サービス業務を営んでおりますが、その他サービス業務の重要性が乏しいた

め、セグメント情報の記載を省略しております。

 
当第２四半期累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年８月31日）

当社は衣料品等小売業並びにその他サービス業務を営んでおりますが、その他サービス業務の重要性が乏しいた

め、セグメント情報の記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成27年３月１日
 至 平成27年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成28年３月１日
 至 平成28年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり
四半期純損失金額（△）

4円29銭 △9円49銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）
(百万円)

65 △145

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純
損失金額（△）(百万円)

65 △145

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,337 15,336

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 4円28銭 －

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) 33 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前事業年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

 

 

　（注）当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成28年10月７日開催の取締役会において、平成28年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中

間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 306百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　20円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成28年11月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年10月７日

株式会社マックハウス

取締役会 御中

優成監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士    加 藤　 善 孝    印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士    中 田　　 啓     印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士    石 上  卓 哉    印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マック

ハウスの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの第27期事業年度の第２四半期会計期間（平成28年６月１日から

平成28年８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マックハウスの平成28年８月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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